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あなたにちょうどいい

はじめました

「いたばし福祉の森2022-2025」
第四次板橋区地域福祉活動計画

【TOPICS】
P.2 …第四次地域福祉活動計画
P.3 …いたばし社会福祉大会のご案内
 …令和 3年度事業報告＆令和 4年度事業計画
 …板橋区社会福祉法人施設等連絡会
 　登録施設のご紹介（ケアポート板橋）
P.4 …各イベントのご案内
 …社協会員募集のお知らせ
 …ご寄附のお礼

あなた あなた ““ららししささ”” で彩るで彩るいいたたばばししを創りますを創ります
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　立場や状況が異なる人たちが心地よくつながり、それぞれの「できること」を分け合い、それぞれの「むずかしい」を
解決することで、あなた“らしさ”が豊かな森の彩りのように映える地域づくりを進めます。

あなたにちょうどいい ～あなた“らしさ”で彩る いたばしを創ります～

基本理念
（地域共生社会の実現／包括的な支援体制の構築）

気づきあう人と機会を増やし、
心地よくつながる

基本目標 １
（地域づくりに向けた支援）

基本的方向 １
日常で見守る　気軽に関わる　地域で暮らす
・ゆるやかなつながりを広げる
・身近に相談できる人と機会を増やす
・地域で受け止め、つなぐ仕組みを広げる
・地域をつなぐキーパーソンを増やす

基本的方向 ２
混ざってつながる　暮らしでつながる
スキルでつながる
・今ある協議の場や会議体を活用する
・イベントの開催、
 イベントスペースを活用する
・地域の人と得意なことや
 興味･関心でつながる
・ICTを活用し、情報交流･発信する

基本的方向 3
気づいた変化や地域課題に向き合う
地域で取組む
・見守る仕組みを広げる
・「これならできる」「やってみたい」といった
 “思い”を“カタチ”にする
・必要な人へ情報を届ける

見守り・
アウトリーチ

協議の場・
ネットワーク
コレクティブ
アプローチ

情報共有・
小地域活動

みんなの「できること」を集め、
切れ目なく適切につながる

基本目標 2

基本的方向 4
気づきから専門相談へ
困難な課題を受け止める
地域で受け入れる仕組みをつくる
・課題解決に向けてつながる ・連携して支援する
・再発防止に向けてつながる ・権利擁護の仕組みを強化する
基本的方向 5
災害へ備える専門職と地域の連携
・災害時に配慮が必要な方への支援を推進する
・専門職と地域の連携を強化する ・防災への意識向上を図る

多機関協働
地域と専門職
の連携

包括的な
相談支援体制

基本的方向 6
人・場所・資源をシェアする
・世代や分野を超えたつながりをつくる
・集まれる場、活動できる場をつくる
・支える･支えられるの枠を超えて「できること」を交換する
基本的方向 7
自身も他者もまるごと受容し、自分らしさを発揮する
・価値観を受容する ・まるごとを包摂する
・自分らしさが発揮できる仕組みを広げる

一人ひとりの多様性を認めあい、
あなたらしくいられる場を増やしてつながる

基本目標 3
（参加支援）

ＣＳＷ

立場や状況が異なる
人たちが

心地よくつながる
（相談支援）

それぞれが「できること」を
分け合い、

それぞれの「むずかしい」を
解決する

あなた“らしさ”が
映える地域づくり

計画概要図

支え合い
拠点

　誰もが地域、暮らし、生きがいをともに創り、高め合うことができる地域共生社会は、地域のみなさん、福祉に関わるみな
さん、専門職のみなさんが、それぞれの「できること」を持ち寄って、うまく協力していくことで実現することができます。
　今年度からあらたに始まった、地域福祉の推進を目的とした民間の活動・行動計画である「いたばし福祉の森2022-2025
（第四次板橋区地域福祉活動計画）」では、立場や状況が異なる人たちが心地よくつながり、それぞれの「できる
こと」を分け合い、それぞれの「むずかしい」を解決することで、あなた“らしさ”が豊かな森の彩りのように映え
る地域づくりを進めていきます。ぜひ、みなさんもこの計画にご参加ください。

地域づくりに向けた支援
（社協の主な事業・取組み）

相談支援
（社協の主な事業・取組み）

参加支援
（社協の主な事業・取組み）

●福祉の森サロン活動支援事業
●ゆるやかご近助さん養成事業
●板橋区子どもの居場所づくり活動支援事業
●板橋区生活支援体制整備事業

●地域福祉権利擁護事業
●生活福祉資金貸付事業
●災害ボランティアセンターの運営
●板橋区社会福法人施設等連絡会の運営

●ぬくもりサービス
●コミュニティソーシャルワーク事業
●支え合い拠点推進支援事業
●アクティブシニア就業支援事業

「いたばし福祉の森2022-2025」「いたばし福祉の森2022-2025」特集

（第四次板橋区地域福祉活動計画）（第四次板橋区地域福祉活動計画）

地域福祉
活動計画
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日時

会場

内容

　ケアポート板橋は平成9年に設立。特別養護老人ホーム（105
名）を中心に、短期入所（15名）、通所介護（50名）、認知症対応型
通所介護（2か所・各12名）、GH（18名）、訪問介護、居宅介護支援
事業所、地域包括支援センターを運営する多機能施設です。
　当施設の特徴は、ＴＱＭ（Total quality management：総合的
品質管理）を15年前より全部署へ取り入れ、業務における課題や
ご利用者に対するケアの質向上をテーマに挙げ、1年をかけ毎年
研究しております。年末には施設内発表大会があり、同グループ施
設・病院においても同様の取り組みを実践。1位のチームは「医療
の質改善活動」へ進み、全国レベルでの発表を継続しております。
　また、平成20年よりEPA（経済連携協定）の受け入れを行ってお

り、現在ではインドネシア、フィリピン、ベトナムの3か国より計11名
の介護福祉士及び候補生が仲間として活躍してくれております。
　地域の取り組みについても積極的に参加させて頂き、第2層協
議体（支えあい会議舟渡）の事務局機能や、施設一角に小さいな
がらも「畑」を開園し、様々な方の協力を頂きながら、地域の方々
が気軽に立ち寄れる、
集える場所を目指し、
コロナ禍においても
豊かな心でチャレンジ
しております。

コロナ禍に負けないぞ！がんばろういたばし地域応援プロジェクト

「第14回 いたばし社会福祉大会」
“SDGs” いたばしカラフル祭

（１） ・ 福祉功労者表彰式
　　・ 社会福祉法人施設永年勤続者表彰式
　　・ 福祉の森サロン、ぬくもり表彰式

（２） 「合唱コール民生いたばし」
（３） “SDGs”いたばしカラフル祭
　　・ 食からつながる応援プロジェクト実践報告
　　・ 支え合い拠点推進支援事業
　　・ 「スポット舟渡」実践報告
●大ホール１階ロビー
　福祉の森ショップ(福祉施設等の製品直売)
●大ホール２階ロビー
　18色のわがまち展(支え合い会議)
　災害ボランティア展示

申込

主催

共催

申込
問合

10月31日（必着）までに、往復はがきに
①福祉大会
②住所 
③代表者氏名（ふりがな）
④電話番号 
⑤参加人数（4名まで）
返信用には代表者名・住所を明記のうえ、
下記へお申し込みください。（定員200名）

社会福祉法人 板橋区社会福祉協議会

板橋区、板橋区町会連合会、
板橋区民生・児童委員協議会

〒173-0004板橋区板橋二丁目65番6号
いたばし社協「福祉大会」係
社会福祉法人 板橋区社会福祉協議会
TEL 3964-0235

令和4年11月18日（金）
　　　13時から16時（予定）
板橋区立文化会館　大ホール

会場開催 および 後日いたばし社協ホームページにて動画配信

※新型コロナウイルス感染症の状況により、内容が変更となる場合があります。

会場参加とオンライン参加を併用した研修会 スポットでの交流会の様子

（1）連携による相談支援への取組み
（2）地域住民の社会参加の機会拡大・孤立化防止
（3）地域拠点の設置と支え合い活動の具現化、
　　そして地域組織化への取組み

（4）「包括的な支援体制の構築」に向けた総合福祉計画の策定
（5）災害に対する取組みの強化

 　令和3年度 事業報告
　令和3年度は、①令和2年初頭から続くコロナ禍により、深刻化・増
加している地域・生活課題への応急対策を講じること、②包括的な
支援体制構築の素地となる取組みを強化すること、③第四次板橋区
地域福祉活動計画を、板橋区地域保健福祉計画（実施計画2025）と
一体的に策定することで、地域と行政との協働体系の構築に向けた
取組みを進めていくことの3点に基礎を置いて事業に取組みました。
　長期化するコロナ禍に大きな影響を受けながらも、オンラインで
のつながりや動画配信・SNS等を積極的に用いた新たな試みを模索
し、地域住民等と協働しながら各取組みを懸命に進めました。

令和3年度 収支決算（法人全体）
事 業 区 分 単位：円
社会福祉事業 462,245,266
公 益 事 業 70,915,834
収 益 事 業 525,265
合 　 計 533,686,365

〈重点的な取組み〉

　令和4年度 事業計画
　地域共生社会の実現に向けた「包括的な支援体制」の構築においては、全国的な整
備を推進する方策として、「属性を問わない相談支援」、「参加支援」、「地域づくりに向
けた支援」の３つの支援を一体的に実施し、板橋区全体の支援機関・地域の関係者が
断らず受け止め、つながり続ける支援体制を構築することが提起されています。これに
は、行政と地域（住民、地域活動組織、社協も含む福祉専門職など）とが協働していくこ
とが重要で、その取組みにおいて中核的役割を担うことが、社協の存在意義です。
　令和４年度は、長期化している新型コロナウイルス感染症の影響による「新たな日
常」への対応を模索しながら、行政と地域とが相互補完的に連携する体制構築のため
に板橋区地域保健福祉計画と一体的に策定した第四次板橋区地域福祉活動計画に
基づき、以下の重点的な取組みを進めていきます。

（1）第四次板橋区地域福祉活動計画に基づく事業推進
（2）支え合い拠点（支え合いスポット）推進支援事業
（3）コミュニティソーシャルワーク事業の試行的実施
（4）シニアの多様な社会参加の促進と生きがいの創出
（5）�生活福祉資金貸付事業を通した生活困窮者への多角的アプローチ

令和4年度 収支決算（法人全体）
事 業 区 分 単位：円
社会福祉事業 496,098,000
公 益 事 業 80,580,000
収 益 事 業 571,000
合 　 計 577,249,000

〈重点的な取組み〉

事業報告
事業計画
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社会福祉法人不二健育会　特別養護老人ホーム　ケアポート板橋



 第36回 福祉の森映画上映会

社協会員
募集中!

 ご寄附のお礼

いたばし社協だより

※各イベント等にご参加の際、配慮が必要な方はお申し出ください。

社会福祉法人　板橋区社会福祉協議会
〒173-0004 板橋区板橋二丁目65番6号  板橋区情報処理センター内
TEL：03-3964-0235（代表）  FAX：03-3964-0245
Email：info@itabashishakyo.jp
HP：http://www.itabashishakyo.jp
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令和3年11月1日～令和4年6月30日

 経営企画係　☎ 3964-0235申込・問合

❶会報誌「福祉の森」をお送りします。
❷福祉の森サロンマップ
　（区内約 310か所掲載）を進呈。
❸会員優先！ 福祉の森映画上映会開催。
❹ぬくもりサービス利用会員年会費免除
　（ひとり1,000円）
※ご利用については別途手続きが必要です。
※個人会員の方の特典となります。
❺イベント機材（綿菓子機等）・
　教材の無料貸出
※団体会員の方の特典となります。

❻会員粗品
　「オリジナルボールペン」
　をプレゼント

ご入会いただくと…
こんな特典が！

　いたばし社協は、私たちの活動にご
賛同いただき応援してくださる会員の
会費によって支えられています。一緒に
「福祉のまちづくり」にご協力くださる
方を募集しています。

会員の種類と金額
（毎年 4/1～ 3/31までの年額）
個人会員  1口  1,000円から
団体会員  1口  5,000円から
申込方法
窓口で
経営企画係へ直接お越しください。
振込で
経営企画係へお電話ください。
TEL：3964-0235
振込用紙をお送りいたします。
※昨年度社協会員の方は、別途継
続のご依頼をいたしております。　
（民生・児童委員の方によるご依頼、
または振込用紙の送付）

　多くの方より心温まるご寄附をいただきました。
ここにお礼を申し上げますとともに、ご紹介いたします。
愛染寿栄クラブ
明るい社会をつくる
板橋区民の会
小豆沢グリーンクラブ
アネモネ 12「風の会」
和泉クラブ
板橋青色申告会
板橋区商店街連合会
板橋区書道連盟
板橋区老人クラブ連合会
板橋市場
伊藤康治
打井健次
映写サロンふじみ
NPO法人
環境と美化を考える会
NPO法人
生活トレーニングホーム
地球村
NPO法人　ゆずり葉
榎本紀子
新町熟年会
金井町友の会
上板橋高砂会
上村八郎
カラオケ宝船会

グループ窓
下頭橋と六蔵祠保存会
公益社団法人 
東京都宅地建物取引業
協会板橋区支部
子安クラブ
境井敬昌
サロン・元気さん
サロン風
サロン富士山
サロン向原
サロンゆる歩き
七福
篠
白鳥貞子
新河岸一丁目自治会
２号棟８階住民一同
西寿会
大工原辰実
高一寿会
田中志津子
千鳥
東京土建一般労働組合
板橋支部
東新健康体操
豊下捷子

（順不同・敬称略）

● 日本学生支援機構の奨学金制度、国の教育ローン、母子及び父子福祉資金
（母子父子世帯の方）などの他制度の利用が優先になります。
● 申請にあたり、お子さんも含めて、地域の担当民生委員との面談が必要です。
● 相談から資金交付までに2ヶ月程度かかるため、学費の納入期限から遡って
３ヶ月くらい前にご相談ください。事前に電話予約をお願いします。
● 未払いである場合のみ貸付の対象となります。

　事業運営課　生活福祉資金係  ☎ 3964-0556申込・問合

　いたばし総合ボランティアセンター ☎ 5944-4601申込・問合

教育支援資金のご案内体験談からひも解く！
シニア就活採用への道

　近年、地震や風水害等の自然災害が発生
し、多くの地域が被災しました。復旧・復興に向
かう過程で、多くのボランティアが様々な支援
に参加し、その活動が注目されています。
　板橋区にも大規模災害時には、災害ボラン
ティアセンターが立ち上がります。平時からの
備えとして、災害支援活動に関する知識を身につけ、板橋区内外の被災地
で活動する災害ボランティアを養成する講座を開催します。
日 時 ①9月23日（金・祝）　②10月8日（土）　③10月22日（土）（3回講座）
 ①②10時～12時30分　③10時～13時
内 容 ①板橋区で想定される災害と対策　②災害と災害ボランティア活動の理解
 ③事例から学ぶ被災者支援の方法
講 師 ①板橋区危機管理部地域防災支援課
 ②③一般社団法人ピースボート災害支援センター
会 場 いたばし総合ボランティアセンター（本町24-1）
対 象 区内在住・在勤・在学の方　定 員 20名（申込順）
申 込 電話・Eメールで、いたばし総合ボランティアセンター（本町24-1）
 TEL：5944-4601　info@ita-vc.or.jp　〈日曜・月曜事務所休み〉

　「はつらつシニアいたばし」は、50歳以上の方を対象とした無料職業紹
介所です。お仕事探しをしているシニアのみなさん！実際に採用に至った
利用者の体験談を聞いて今後の参考にしてみませんか？お気軽にご参加
ください。
日　　時 令和４年10月31日（月）14：00～15：30（受付13：30）
会　　場 板橋区立　ハイライフプラザいたばし　２階ホール
内　　容 ●利用者による就職体験談
 ●相談員による仕事探しのポイント
対  象  者 50歳以上の求職者　　定　員　30名（申込順）
申込方法 令和４年10月18日（火）より電話、窓口にて申込（申込順）
 ※雇用保険受給中の方は、雇用保険受給資格者証に押印します。
共　　催 板橋区

事業運営課 アクティブシニア 就業支援センター
「はつらつシニアいたばし」 　☎ 5943-1300申込・問合

自分を守り、地域を支える
災害ボランティア養成講座

　みなさんが福祉について考える機会にもなる内
容やテーマをもった映画の上映会を行っています。
ご希望の方は下記の要領でお申込み下さい。

日　　時 令和4年12月7日（水）
【午前の部】10時20分～12時30分（開場10時より）
【午後の部】14時05分～16時（開場13時40分より）
※混雑状況により開場時間が早まる場合があります。

会　　場 板橋区立文化会館　小ホール（大山東町51-1）
定　　員 各回150名　事前申込制（状況により定員数の変更あり）
申込方法 11月21日（月）9時より電話にて申込受付

①参加者氏名　②電話番号
③希望の部　　④希望人数　をお伝えください。

※お申込みは2名様まで承ります。
※車いすや障がい等でお席に配慮の必要な方はお申し出ください。

【あらすじ】人生百年時代と言われる今、定年後に訪れ
る「熟年の青春=熟春（じゅくしゅん）」を明るく迎えるた
めに人生整理に動き出す家族の騒動をコミカルに描き、
「笑って」「泣けて」「役に立つ」作品です。

上映時間113分　©2021 映画『お終活』製作委員会
出演：水野勝、松下由樹、高畑淳子、橋爪功ほか

字幕付き

全席自由

申込・問合 地域福祉推進係 ☎ 3964-0236 FAX 3964-0245

「お終活 熟春 !人生、百年時代の過ごし方」

入場
無料

参加費
無料

費用
無料

会員章のデザインと素材が新しくなりました。
全ての会員のみなさんにお渡しいたします。

マグネットシート式です！

高等学校
高等専修学校 高等専門学校 短期大学

専門学校 大　　学

教育支援費（月額上限） 52,500円/月 90,000円/月 90,000円/月 97,500円/月
就学支度費（入学時のみ）　500,000円以内

返済期間 最長14年（無利子）
※卒業後６か月の据え置き期間を経て、返済が始まります。

各種条件がありますので、詳しくは下記までお問合せください。

教育支援資金の種類

来年、子どもの
受験なのに

入学費や授業
料が心配…

※本会（特定公益増進法人）
へのご寄附は、税制上の優
遇処置があります。

中板橋友愛クラブ
仁平榮子
ねっとわーく菅美枝
乃ぐち松寿会
蓮根東寿会
蓮根仲町会
蓮根南やすらぎ会
ひまわり健康体操&気功
昼間
フェリチータことぶき
子ども食堂
ふじみ地区サロン
双葉高砂会
フレンズ歌声喫茶
堀千勝・前田京子
向原絆の会
森のサロン・あずさわ 20
楽々会
里彩くるカエル倶楽部
リンテック株式会社
若木椎の実会
渡邉梅子

　低所得者世帯に対して、進学や修学を支援
し、世帯の将来的な自立につなげることを目的
とした貸付です。就学から卒業後に就職して返
済を終えるまで、継続的に相談支援します。

特別
企画

14


